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農
　
業
　
祭

例
年
、
稲
刈
り
の
終
っ
た
頃
、
各
地

で
農
業
祭
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

農
業
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
最
近
を
契
機
に
今
後
さ
ら
に
農
業
経

営
、
農
業
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
、
生

産
者
と
消
費
者
が
と
も
に
相
互
理
解
の

う
え
に
た
っ
て
豊
か
な
町
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

遠
賀
郡
農
業
祭
も
十
一
月
二
十
三
日

水
巻
町
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
郡

内
か
ら
農
業
関
係
者
、
一
般
の
人
が
多

数
つ
め
か
け
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
後
、
農
畜
産
物
、
農
産

加
工
品
、
農
機
具
、
盆
栽
の
展
示
、
植

木
、
苗
木
、
特
産
物
、
野
菜
の
即
売
会

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
素
人

演
芸
会
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

な
お
農
作
物
共
進
会
で
次
の
か
た
が

人
選
し
ま
し
た
。

。
農
産
加
丁

一
等
　
瓜
生
峰
子
（
古
賀
）

二
等
　
柴
田
末
番
（
机
）

三
等
　
森
安
ア
サ
子
（
二
）

。
畜
産一

等
　
小
河
三
千
雄
（
格
熊
〕

二
等
　
黒
瀬
芳
江
（
下
二
）

三
等
：
豊
沢
麟
児
（
下
二
）

。
野
菜
、

三
等
　
佃
　
　
敵
（
猪
熊
）

〃
　
　
佃
　
敏
美
（
　
ク
∴
「

。
花
井

二
等
　
母
型
貞
彦
（
措
熊
）

。
穀
類

三
等
　
藤
崎
ト
ミ
エ
（
吉
田
）



（2）

生
活
困
窮
世
帯
に
冬
期
（
越
年
）
見
舞
金
を
支
給
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対
象
者

①
生
活
保
護
基
準
額
の
十
五
％
増
額
し

た
基
準
額
　
　
‘
以
下
の
世
帯

㊥
月
収
は
家
族
全
員
の
合
算
し
た
も
の

で
年
間
十
二
分
の
一
の
額

受
給
手
統

①
各
地
区
の
民
生
委
員
に
十
二
月
十
五

日
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

㊥
年
金
（
恩
給
も
含
）
受
給
者
は
証
書

の
記
号
番
号
と
年
金
額
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

審
査
方
法

民
生
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
を

町
が
審
査
し
ま
す
。

支
給
方
法

民
生
委
員
を
通
じ
本
人
に
連
絡

収
入
例

①
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
の
夫
婦
で
1
2
歳
か
ら

1
4
歳
の
子
供
2
人

1

3

7

、

5

2

5

円

以

下

㊥
4
1
歳
か
ら
5
9
歳
の
夫
婦
で
1
5
歳
か
ら

1
7
歳
の
子
供
2
人

1

4

0

、

5

1

5

円

以

下

⑨
6
0
歳
か
ら
6
4
の
夫
婦

7

5

、

5

4

3

円

以

下

④
6
5
歳
以
上
の
夫
婦

7

7

、

1

1

9

円

以

下

民
生
、
児
童
委
員
の
改
選

福
祉
関
係
、
青
少
年
の
心
配
ご
と
は
お
気
軽
に

年
末
年
始
は
交
通
量

が
ふ
え
、
毎
年
こ
の
期

間
は
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
次
の
こ

と
を
特
に
注
意
し
て
、

楽
し
い
年
末
年
始
を
お

く
り
ま
し
ょ
う
。

⑧
バ
ス
に
乗
る
と
き

。
バ
ス
が
止
ま
る
ま
で

き
が
っ
て
待
ち
ま
し

ょ

う

0

。
か
け
込
み
乗
車
は
危

険
で
す
。
ド
ア
の
開

閉
時
に
は
特
に
注
意

を
㊥
車
内
で
は

。
お
と
し
よ
り
や
、
か

ら
だ
の
不
自
由
な
か

た
に
席
を
ゆ
ず
り
ま

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月
を

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

ご
　
協
　
力
　
を

し
ょ
う
（
黄
色
の
席
は
優
先
席
）

。
進
行
中
の
車
内
移
動
は
危
険
で
す

。
や
む
を
え
ず
急
停
車
す
る
と
き
が
あ

り
ま
す
の
で
つ
り
輪
、
手
す
り
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

㊥
バ
ス
を
降
り
る
と
き
は

。
両
替
は
止
ま
っ
て
い
る
時
に
し
て
く

だ
さ
い
。

。
降
車
合
図
は
早
め
に
、
止
ま
っ
て
か

ら
お
立
ち
く
だ
さ
い
。

◎
バ
ス
の
置
前
、
市
後
の
横
断
は
非
常

に
危
険
で
す
、
と
く
に
幼
児
の
一
人

歩
き
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
戦

民
生
、
児
童
委
員
が
、
十
二
月
か
ら

次
の
か
た
が
た
に
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

担
当
地
区
と
民
生
児
童
委
員

立
屋
敷
入
江
興
産

伊
左
座
林
住
宅

み
ず
ほ
団
地

二
二
町
住

下
二
下
二
町
住

吉
田
一

苫
田
二

Ｊ
〃ｈ
′
・

頃　　菩
ク　ク　ク　　ク　田　〃

末　　三

入
江
猪
之
助

永
沼
　
好
動

梶
原
　
逸
男

森
安
　
正
義

久
野
　
四
郎

峯
　
　
幸
男

山
本
　
憲
晒

岡
部
　
淳
子

副
田
　
軍
八

松
川
　
政
敏

三
吉
フ
ミ
子

溝
手
　
良
一

和
田
　
健
男

甲

斐

　

尭

藤
井
　
清
子

ケ

美
吉
野
田
地

机古
賀
　
新
生
街

樋
口〃ケ

猪
熊

猪
熊
　
猪
熊
町
住

苫
田
団
地

・
ゲ

鯉
口
区

営
ノ
下
区

古
賀
区

〃
・

梅
ノ
木
区

梅
ノ
木
団
地

高
松
区
　
三
ッ
頭
区

高
松
団
地

岡
田
　
次
男

藤
村
　
吾
一

梶
山
　
光
男

広
瀬
　
静
夫

柴
崎
弥
一
郎

木
村
　
国
突

出
利
葉
虎
雄

柴
田
己
代
治

椿
　
　
　
明

円
尾
　
勝
正

稲
田
　
政
二

高
瀬
ス
エ
子

副
島
　
政
利

阿
古
ミ
サ
子

神
崎
志
都
子

矢
野
　
　
識

山
原
　
久
子

矢
野
シ
メ
子
”

巌
己
　
康
彦

－・‾‾．悲’音

水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
よ
り
町
教
育
委
員
会
に

社
会
教
育
の
推
進
に
と
優

勝
旗
と
楯
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
十
一

月
二
十
七
日
、
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
二
十
日
に
少
年

団
野
球
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

激
戦
の
結
果
、
初
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
と
も
下
二
が

手
中
に
収
め
ま
し
た
。
準
優
勝
の
楯
は

頃
末
と
み
ず
ほ
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
右
）
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
鈴
木
副

会
長
か
ら
優
勝
旗
を
贈
与

（
左
〕
初
の
優
勝
旗
を
も
つ
下
二
チ
ー

ム

第
五
回
　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
八
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
二
リ
ー
グ
制
に
分
か
れ
て

十
二
チ
ー
ム
が
し
の
ぎ
を
け
ず
り
ま
し

た
。各

チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
練
習
が
生
か

さ
れ
、
随
所
に
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
、

見
こ
た
え
の
あ
る
リ
ー
グ
内
容
で
し
た

熱
戦
の
末
、
一
部
で
は
下
二
が
優
勝

し
、
二
部
の
優
勝
上
二
が
一
部
に
昇
格

し
ま
し
た
。
上
二
の
今
後
の
健
斗
と
苫

田
三
の
奮
起
を
期
待
し
ま
す
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
一
部
リ
ー
グ

一
位
　
下
一
一

二
位
　
頃
　
末

三
位
　
措
　
確

四
位
　
入
江
興
産

五
位
　
み
ず
ほ

競
位
　
吉
田
三

∴
町

二
部
リ
ー
グ

上
　
二

吉
田
団
地

吉
　
田

古
　
賀

．
下
二
町
住

．
伊
左
座
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名
前
の
載
う
て
い
な
い
か
た
は

教
育
委
員
会
ま
で
連
絡
を

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
（
昭
和
五
十
三
年
度
）
の
小
学
校
入
学
予

定
者
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
を
把
握
す
る
た
め
、
住
民
票
に
よ
っ
て
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

来
春
入
学
の
予
定
で
あ
り
な
が
ら
、
次
の
名
籍
に
名
前
の
載
っ
て
い
な

い
か
た
、
名
前
に
間
違
い
の
あ
る
か
た
は
、
町
教
育
委
員
会
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
（
十
二
月
三
日
現
在
の
名
簿
）

一
、
杉
本
智
美
、

明
、
滑
石
純
司
、

子
、
杉
井
勇
治
、

河
合
文
事
、
新
谷
元

三
井
所
剛
、
清
水
朋

富
永
昌
一
、
田
謹
聡

広ｊ翳（3、）

伊
左
座
小
学
校
区

立
屋
敷
　
土
井
貴
美
子
、
入
江
謙
太

－
Ｋ
Ｕ
ｒ

良

伊
左
座
　
太
田
樹
督
、
原
由
紀
子
、

濱
崎
か
お
り
、
水
元
聡
子
、
本
松
顧
浩

波
佐
間
修
二
、
中
塚
利
美

み
ず
ほ
団
地
　
吹
田
廷
夫
、
蔵
本
和

恵
、
入
江
哲
也
、
柳
原
弄
加
、
相
原
康

宏
、
船
津
恵
美
、
横
川
美
奈
子
、
川
内

満
紀
、
若
林
裕
子
、
為
近
一
郎
、
冨
康

雄
、
今
田
亮
、
松
村
久
美
、
野
田
忠
伸

藤
井
め
ぐ
み
、
大
西
佐
紀
乃
、
相
原
佳

代
、
萩
谷
能
子
、
波
多
江
勇
一
、
濱
中
尋

害
、
山
下
修
二
寺
田
暁
子
、
渡
辺
一
二

三
、
大
和
美
樹
、
守
口
佳
代
、
片
山
直
美

二
　
山
下
叔
子
、
田
中
誠
、
大
山
雅

宏
、
者
崎
亜
希
子
、
安
部
光
昭
、
垣
内

直
樹
、
羽
広
豊
、
戸
丸
由
美
、
豊
嶋
哲

也
、
増
田
雄
介
、
増
田
雅
海
、
青
柳
直

樹
、
福
田
則
美
、
今
岡
茂
人
、
萩
野
公

江
、
入
江
智
美
、
増
田
香
、
船
津
敏
明

、
広
光
彰
、
伸
千
穂

二
町
営
住
宅
　
上
寺
ゆ
か
り
、
山
崎

美
智
代
、
鈴
木
啓
文
、
原
口
由
紀
子
、

重
藤
義
孝

下
二
　
栗
田
勝
彦
、
高
木
俊
英
、
豊

渾
徳
行
、
永
末
由
夏
、
小
野
幸
子
、
森

田
賓
己
、
田
中
憲
太
郎
、
吉
田
香
代
、

沖
野
美
香
、
伊
東
京
子
、
蛭
田
授
業
、

原
野
明
子
、
谷
由
美
子
、
天
野
満
、

下
二
町
営
住
宅
　
日
高
功
、
山
田
洋

子
、
佐
藤
高
広
、
中
島
美
紀
、
吉
川
勇

人
、
富
川
葉
子
、
楕
松
伯
真
、
左
藤
純

子
入
江
興
産
住
宅
　
専
富
正
也
、
島
本

志
津
子
、
大
池
千
代
、
四
宮
由
美

林
住
宅
、
長
尾
干
恵
、
伊
藤
茂
幸

吉
田
小
学
校
区

青
田
一
檜
原
剛
、
白
川
敏
幸
、
吉

本
孝
治
、
松
嶋
香
織
、
本
田
鈴
、
中
川

悟
、
小
寺
昇
、
崎
田
肇
、
田
原
静
次
、

有
田
品
三
、
西
田
寛

吉
田
団
地
　
山
形
大
樹
、
穴
井
太
、

北
原
貴
宏
、
富
士
田
芽
美
、
柳
秀
任
、

新
谷
嘉
孝
、
堀
英
樹
、
堀
裕
樹
、
松
枝

葉
子
、
藤
浦
光
江
、
川
島
美
紀
、
野
元

順
二
、
梶
野
純
子
、
山
内
和
品
、
小
林

和
子
、
岩
国
覧
児
、
坂
章
浩
、
宮
本
新

、
綾
野
健
一
、
山
崎
孝
志
、
藤
本
降
広

、
本
清
香
織
、
長
野
忠
幸
、
野
口
昭
子

、
小
野
秀
樹
、
密
口
か
す
み
、
安
永
理

奈
、
福
田
忍
、
川
上
知
余
、
中
嶋
干
奈

美
、
坂
田
美
和
子
、
諸
永
修
一
、
森
勝

浩
、
田
中
正
義

吉
田
二
　
苫
田
千
城
、
楽
本
秀
樹
、

山
野
祐
美
、
副
田
敦
子
、
副
田
諭
司
、

荘
野
秀
明
、
庄
田
由
美
、
小
西
時
美
、

岡
克
俊
、
坂
口
淳
二
、
楠
元
美
智
、
中

橋
浩
二
、
井
黒
夷
名
実
、
馬
服
誠
二
、

山
田
要
一
郎
、
大
倉
其
介
、
森
山
靖
子

、
後
藤
誠
、
宮
本
千
代
美
、
吉
田
由
圭

、
産
健
次
、
木
下
裕
子
、
永
田
勝
秀
、

藤
崎
茂
、
藤
崎
伸
子
、
白
石
康
二
、
太

田
力
也
、
河
口
努
、
佐
竹
真
由
子
、
目

代
正
男
、
佐
藤
喜
久
雄

青
田
三
　
織
田
雅
枝
、

越
智
卓
司
、
小
川
珠
実
、

白
石
圭
佑
、
東
川
公
司
、

塩
谷
和
彦
、
永
尾
英
樹
、

宿
里
厚
介
、

山
本
詔
子
、

外
山
美
紀
、

吉
川
弘
治
、

堀
本
ル
ミ
子
、

、
岡
田
敬
二

、
石
橋
宣
子
、

、
高
木
真
一

、
金
城
栄
作

緑
風
園

須
貴
代
博
、

大
石
孝
則
、
重
岡
達
也

小
田
英
明
、
松
崎
明
子

藤
崎
悟
、
鳥
越
由
紀
子

安
田
義
貴
、
安
田
勝
明

壱
岐
真
弓
、
堀
英
樹
、
都

関
本
真
理
、
岩
崎
司
、
村

田
敏
彦
、
西
村
由
可

頃
末
小
学
校
区

美
吉
野
　
山
田
募
、
坂
本
香
織
、
潰

一
ノ

塚
美
由
紀

頃
末
　
石
田
真
弓
、
村
上
通
子
、
濱

田
光
吉
、
東
博
文
、
久
保
田
光
則
、
山

口
真
美
、
岩
下
祥
子
、
原
田
聡
子
、
和

田
明
男
、
田
代
匡
子
、
武
谷
綾
、
納
所

博
美
、
中
牟
田
省
二
、
松
本
和
典
、
柳

幸
江
、
岡
本
相
求
、
森
田
き
よ
、
武
尾

知
樹
、
服
部
律
子
、
渡
壇
置
子
、
岩
頭

広
美
、
大
津
千
秋
、
田
中
奈
津
子
、
賀

来
ひ
と
み
、
野
口
秀
克
、
藤
山
番
線
、

浦
田
佐
智
子
、
近
藤
範
子
、
井
塚
裕
子

、
池
本
都
、
竹
内
好
子
、
志
村
美
幸
、

中
村
強
志
、
福
間
多
美
子
、
蒲
原
洋
美

、
木
曽
麻
子
、
松
山
道
憲
、
冨
高
健
信

、
小
寺
な
お
子
、
藤
城
恵
教
、
久
保
田

陽
平
、
小
椋
幸
子
、
大
屋
賢
司
、
小
原

寛
経
、
松
尾
尚
美
、
延
永
弥
嘉
、
大
白
田

勝
松
栄
荘
　
川
島
香
織
、
佐
藤
一
秋

鯉
口
区
　
渡
連
幸
徳
、
福
田
幸
二
、

下
垣
誠
、
中
村
敏
幸
、
船
越
啓
介
、
宮

田
幸
雄

帆
小
学
校
区

机
　
平
原
美
代
子
、
太
田
陸

古
賀
　
井
地
干
加
子
、
大
矢
勝
浩
、

武
下
麻
琴
、
室
谷
真
幸
、
峯
浦
一
代
、

井
地
康
雄
、
岳
藤
さ
お
り
、
岳
藤
由
紀

垂
、
池
田
恒
二
、
酉
鳥
羽
祐
規
子
、
花

本
剛
、
波
多
野
裕
美
、
吉
谷
美
香
、
川

本
理
栄
、
井
上
雄
策
、
堀
田
寧
絵
、
桁

宏
隆新

生
街
　
松
本
兼
治
、
木
谷
公
柘
、

池
田
聖
子
、
樋
口
臣
治
、
村
上
窟
治
、

有
村
由
紀
、
宕
松
信
彦

梅
ノ
木
団
地
　
大
津
由
紀
、
本
田
健

∴
ｌ
川
崎
慎
一
郎
、
横
田
明
子
、
古
暫
千

鶴
、
永
野
輝
久
、
首
藤
珠
美
、
永
松
博

之
、
大
野
律
子
、
宮
原
謙
二
、
多
喜
一

間
ま
り
子
、
宮
野
聡
太
郎
、
砂
田
健
了
・
永
、
河
野
浮
、
田
川
俊
秀
、
清
水
圭
子

、
森
浩
幸
、
中
本
極
、
森
奈
津
子
．
塩
　
塁
崎
真
錮
子
、
中
西
理
香
、
島
田
明
美

大
白
田
寿
美
子
、
福
久
一
男
、
永
富
恵
理

古
賀
区
　
斉
藤
剛
、
春
田
浩
子
、
宮

下
恵
子
、
井
健
一
、
留
田
貴
彦
、
林
田

法
子
、
税
所
紀
明
、
西
田
智
恵

立
屋
敷
　
江
藤
麻
紀

猪
熊
小
学
校
区

猪
無
　
季
月
一
芳
、
国
住
浩
昭
、
内

田
噴
、
原
田
清
次
、
原
田
文
治
、
大
貝

太
、
谷
本
修
司
、
川
原
絵
美
、
江
藤
靖

紀
、
田
村
正
継
、
永
友
光
夫
、
原
田
明

子
、
前
田
千
住
、
土
屋
玲
子
、
市
川
勇

、
山
腰
真
癌
、
岩
見
光
鐘
、
中
村
明
子

、
中
山
淳
子
、
山
本
直
樹
、
楠
木
大
二

郎
、
島
ノ
江
瑞
穂
、
安
田
弘
美
、
威
林

孝
幸
、
梅
田
圭
子
、
深
野
秀
樹
、
岩
崎

素
子
、
永
木
真
由
美
、
遠
藤
縫
、
松
延

宏
美
、
藤
川
美
和
、
原
田
博
史
、
大
谷

文
代
、
原
田
貴
文
、
松
浦
久
仁
子
、
高

閲
陽
典
、
武
田
恵
美
、
深
水
美
子
、
栗

田
麻
由
、
柴
田
香
織

猪
熊
町
住
　
山
口
憤
悟
、
白
井
純
子

、
山
下
徹
、
福
酒
資
一
、
木
下
美
徳
、

片
岡
敏
久
、
仲
村
農
夫
、
永
島
芳
枝
、

山
科
茂
樹
、
森
睦
子

高
松
区
　
松
永
広
和
、
永
田
景
子
、

泉
優
子

梅
ノ
木
区
　
池
田
奈
津
江
、
竹
内
康

人
、
入
義
真
澄
、
佐
光
品
和
、
中
山
元

子
、
菅
谷
昌
広
、
矢
野
秀
憲

樋
口
　
有
田
勝
己
、
野
津
健
介
、
古

柴
山
智
恵
、
井
上
互
、
向
江
一
人
、
坂

田
和
昭
、
近
藤
利
行
、
有
久
ひ
と
み
、

相
凛
行
、
李
姫
頓
、
清
水
宗
徳
、
柴

田
恭
平
、
坂
田
恵
美
子
、
三
浦
安
奈

高
松
団
地
　
尾
田
圭
介
、
池
田
都
、

小
原
サ
チ
ヨ
、
高
山
知
茸
ゞ
中
西
健
二

、
奥
山
広
幸
、
福
原
幸
子
、
安
永
義
郎

、
北
田
あ
す
か
　
新
開
仁
　
三
好
弘
晃

永
沼
宏
美
、
小
野
田
弥
生

三
ツ
頭
区
　
海
口
麻
衣
子
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成
人
病
教
室

今
月
は
高
血
圧
の
食
事
指
導

▼
日
時
　
1
2
月
1
5
日

1
3
時
～
1
5
時
3
0
分

▼
会
場
　
遠
賀
保
健
所
2
階

▼
料
金
　
無
料

母
子
保
健
相
談

▼
日
時
　
1
2
月
1
6
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時

▼
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

▼
該
当
児

生
後
1
か
月
～
1
年
1
か
月

▼
内
容
　
計
測
（
体
重
、
身
長
）

乳
児
指
導
、
家
族
計
画
指
導
等

老
人
検
診
日
の
訂
正

1
1
月
2
5
日
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
老
人
検
診
の
日
1
2
月
1
2
日
は
誤
り

で
1
2
月
1
3
日
で
す
の
で
訂
正
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
の
実
施

今
年
も
総
理
府
指
定
統
計
の
工
業
統

計
調
査
が
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
製

造
業
を
営
ん
で
い
る
事
業
所
に
対
し
て

行
な
わ
れ
ま
す
。

一
月
に
な
り
ま
し
た
ら
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
御
協
力
お
顧
い
し
ま

す
。
不
明
な
点
は
役
場
企
画
係
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
公
募
債
募
集

福
岡
県
で
は
公
共
事
業
を
積
極
的
に

す
す
め
る
た
め
、
公
募
債
を
発
行
し
ま

す
。
こ
の
県
債
は
景
気
の
変
動
に
影
響

さ
れ
な
い
確
定
し
た
利
回
り
で
安
全
確

実
に
運
用
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
額
面

一
〇
〇
万
円
の
利
子
は
一
〇
年
間
に
合

計
六
十
七
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
投
資
が
郷
土
の
発
展
に
お

役
に
立
ち
同
時
に
皆
さ
ん
の
豊
か
な
財

産
づ
く
り
を
お
約
束
し
ま
す
。

年
末
・
年
始
ご
み
・
し
尿
の
収
集

●
ご
み

。
3
1
日
か
ら
3
日
ま
で
休
み

。
年
末
2
9
、
3
0
日
町
内
全
域
収
集

た
だ
し
、
も
え
る
ご
み
だ
け
、
持

出
時
間
は
午
前
7
か
ら
8
時
ま
で

。
自
分
で
持
込
れ
る
場
合
は
搬
入
証

明
書
を
2
7
日
ま
で
衛
生
係
に

●
し
尿

。
2
9
日
の
午
後
か
ら
3
日
ま
で
休
み

。
年
末
の
臨
時
汲
取
り
の
申
込
は
1
5

日
ま
で
衛
生
係
に
（
こ
の
場
合
は

者
ま
で
行
い
ま
す
）

募
集
要
領

。
発
行
総
額

。
利
　
　
率

。
期
　
　
間

。
利
回
り

。
申
込
単
位

。
払
込
金

。
払
込
日

4

0

億

円

6

・

7

％

1

0

年

間

′

6

・

7

0

0

3

％

額
面
1
万
円

9

9

5

0

円

（

ｌ

万

に

つ
き
）

1

月

2

0

日

。
3
0
0
万
円
ま
で
㊥
扱
い

。
申
込
み
、
問
合
せ
は
最
寄
り
の
証
券

会
社
に
。

国
立
門
司
海
員

学
校
生
徒
募
集

▼
募
集
科
・
修
業
期
間
・
定
員

高
等
科
　
　
　
2
年
　
7
0
名

司
ち
ゅ
う
科
　
1
年
　
6
0
名

▼
受
験
資
格

1
5
歳
～
1
9
歳
（
5
3
年
4
月
1
日
現

在
）
来
年
中
学
校
卒
業
予
定
者
可

▼
受
験
日
　
5
3
年
2
月
1
9
日

▼
頗
書
受
付
　
1
2
月
1
日
～
2
月
1
0
日

詳
し
い
こ
と
は
門
司
海
員
学
校
教
務
課

（

禽

3

4

1

・

8

1

3

1

）

ま

で

。

自
治
医
科
大
学
生
募
集

▼
資
格高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
・

釆
春
卒
業
見
込
み
の
者
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・
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一

．

．
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＼

　

．

　

　

ノ

　

　

′

　

．

・

．

ヽ

ｕ

′

1

ｕ

．

′

・

り

1

年
末
、
年
始
「
急
病
セ
ン
タ
ー
」
開
設

◇
注
意

年
末
年
始
の
急
病
患
者
を
診
療
す

る
た
め
、
遠
賀
・
中

間
医
師
会
の
協
力
で

「
急
病
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
ま
す
。

◇
場
所
　
水
巻
町
頃

末
遠
賀
保
健
所
内

（

曾

6

9

1

・

4

1

6

1

、

6

9

1

．

・

0

6

2

9

）

◇

日

時

　

1

2

月

3

1

日

ｌ

月

ｌ

日

ｌ
月
2
日

ｌ
月
3
日

1

2

時

～

1

8

時

1

2

時

～

1

8

時

1

0

時

～

1

6

時

1

0

時

～

1

8

時

診
察
は
保
険
扱
い
で
す
。

必
ず
印
鑑
、
保
険
証
、
生
活
保

護
証
と
老
人
医
療
証
、
乳
幼
児

医
療
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。原

則
と
し
て
往
診
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

▼
第
一
次
試
験

。
日
時
　
5
3
年
2
月
1
2
日
　
9
時
～
1
1

時
3
0
分

。
会
場
　
県
立
福
岡
高
校
（
福
岡
市
博

多
区
）

▼
申
込
み
、
問
合
せ
は
県
衛
生
部
医
務

課

（

書

0

9

2

・

2

9

1

・

7

5

3

6
）
ま
で
。

お
米
を
食
べ
ま
し
ょ
う

お
米
は
、
日
本
の
風
土
に
最
も
適
し

た
穀
物
で
、
一
〇
〇
㌫
自
給
で
き
ま

す
。
栄
養
的
に
も
第
一
級
の
主
食
で
優

秀
な
タ
ン
パ
ク
質
を
禰
給
し
て
く
れ
ま

す
。
お
米
を
中
心
に
し
た
食
事
は
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
や
す
く
、
動
物

性
の
タ
ン
パ
ク
質
の
脂
肪
の
と
り
す
ぎ

を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

税
金
は
納
期
内

に
納
め
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
税

三
期
分
　
1
2
月
2
5
日
ま
で

お　　　礼

香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にこ寄贈があ
●

りました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申し

あげます。頃未申の西　故小林甚太郎殿、小林太四一殿

12月の心配ごと、人権相談

◆日時12月15、26日　13時－16時30分

◆場所　町民会館　日本間

年
事
、
年
始
の

役
場
の
休
日

1
2
月
力
日
か
ら
1
月
2
日
ま
で
役
場

業
務
は
休
ま
経
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日．．1曜　在　宅　医
12月11日　長谷川　医　院　眼　　科　樋　口　奮691－1017

12月18日　渡　辺　医　院　外　　科　頃　末　曾691－2616

12月25日　入　江　医　院　外　　科　頃　末　曾601－3320

1月8彗楠本医院内・児科大勝橋曾0虹24－0385

原則として往診は致しません。

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

謡
鞍
巻
町
　
企
　
画
財
政
　
課
　
（
電
　
話
　
6
0

ロ
印
刷
　
冷
牟
　
田
　
印
刷
　
合
　
資
会
　
社


